
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 12 月 7 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

 公民館では 11 月に展示物の入れ替えを行いました。今回の模様替え

で新しく展示したのは、今年の 8 月に出雲崎に来ていただいた東京藝術

大学の院生の皆さんのスケッチ画です。今回の展示作品は 5 点で、公民

館のロビーや図書コーナーに展示しました。どの作品も芸大生の力作

で、出雲崎の街並が情景豊かに描かれていますので、この機会にぜひ足

をとめてご覧ください。この作品は今後定期的に入れ替えていく予定で

いますので、お楽しみに！ 

11 月 11 日（土）から 12 日（日）まで、良寛生誕の地出雲崎町と修業の地

倉敷市玉島との地域交流事業としまして、岡山県倉敷市で「良寛書画展・物

産展」を開催しました。 

 「良寛書画展」では、良寛記念館所蔵の良寛遺墨『憶在円通時』他 5 点と

絵画 4 点、良寛アニメーション「天上大風」の上映と原画を展示し、「物産

展」では当町ご当地グルメ「ぽんダラバーガー」や特産品を販売しました。

玉島の方は良寛と当町に深い関心をお持ちで、大いに交流を行ってきまし

た。 

 また、12 月 2 日（土）から 3 日（日）まで、長野市の「もんぜんぷら座」

を会場に「良寛書画展」を開催しました。 

 良寛記念館所蔵の良寛関係の遺墨 10 点と良寛アニメ「天上大風」の上映

及び原画を展示しました。今回は書画展単独での開催でしたが、2 日間で 215

名のお客様にご覧いただき、「良寛さんの作品を拝見できてよかった」「素晴

らしい企画なのでぜひまたやってほしい」など、大変ご好評をいただきまし

た。長野市は新潟に近いこともあり、出雲崎に来られた方も多く、「また行

きたくなりました」と嬉しいお言葉もたくさんいただきました。良寛書画展

は来年度も企画し、より多くの方に良寛さんの魅力と出雲崎の PR をしてい

きたいと考えています。 

 

倉敷市での作品展示の様子。来館者は本間

館長の説明を熱心に聴いていました。 

出雲崎町ご当地グルメの「ぽんダラ

バーガー」は、用意していた 150 個

を完売し、大人気でした！ 

来場された方は、良寛さんのことに

ついて熱心に質問され、時間をかけ

じっくりとご覧になる方が大勢いら

っしゃいました。 

今回の展示会では新たに作成した良

寛さんの年譜も展示しました。今後

は良寛記念館に展示予定ですので、

ぜひご覧ください。 

 良寛記念館では来年 1 月 4 日（木）から、新春企画展『良寛さんに学ぶ展』

を開催いたします。多くの方のご来館をお待ちしています。 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 備 考 

町民体育館、屋内 GB 場 ○ ○ × × × ○ 9:00～17:00 

北国街道妻入り会館 × × × × ○ ○ 9:00～17:00 

中央公民館、海岸公民館 × × × × × ×  

良寛記念館 × × × × × ×  

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

過疎化が進む故郷を復活させるため、市長選に立
候補することになったアゲハ。ところが、ライバル
たちのあり得ない反撃で、静かな町は狂乱へ突入す
る。まさかの再選挙をのりこえて、梅の里を守るた
め、アゲハは故郷の市長になれるのか? 

アゲハの公約･･･三萩 せんや著 
キャシーは病室のベッドに座り、あるいは病院へ

車を走らせながら、施設での奇妙な日々に思いをめ
ぐらす。図画工作に極端に力をいれた授業、毎週の
健康診断、保護官と呼ばれる教師たちの不思議な態
度、そして、キャシーと愛する人々がたどった数奇
で皮肉な運命に……。 

わたしを離さないで･･･カズオ・イシグロ著 

番組作りに魅せられ人生最高の味と数字(視聴
率)を求める TV屋と、すさまじき情念を料理に捧げ
る料理人らがキッチンコロシアムを舞台に繰り広
げる駆け引き、裏切り、陰謀の数々。やがて浮かび 
上がる家族の物語とは。 

友情-平尾誠二と山中慎弥「最後の一年」- 

･･・山中慎弥著 
出会ったときはすでに 40 半ばを過ぎ、でも、そん
なことは一切関係なく、家族ぐるみで食事を重ね
た。こんな関係がずっと続けばいい……。お互い口
に出さずともそう思っていた矢先、友・平尾誠二に
癌が宣告される。 

キッチンコロシアム･･･田中 経一著 

〇コーヒーセミナー10日（日） ○ちぎり絵教室 12日（火）、19日（火） 

〇料理教室・おうちパン講座 16日（土） ○さわスポ教室 19日（火） ○ノーメディア・デー 20日（水）  

※毎月０の付く日の平日、午後 7時からノーメディア・デーの取組みを行っています。（申込不要） 

【小学生】レクリエーション（町民体育館） 【中学生】自主学習（中央公民館）  お待ちしています‼ 

 

 町教育委員会及び町体育協会では平成 29 年度の各種表彰該当者を募集しています。以下に該当する方、

または該当者を紹介いただける方は教育委員会（☎78-2250）までご連絡ください。 

☞文化・スポーツ分野で県大会以上に出場し、優秀な成績をあげた個人、または団体。 

☞優れた指導・研究実績により、出雲崎町の文化・教育・体育の向上に功績をあげた方。 

☞このほか、表彰に値すると認められる方。   ※過去に表彰を受けた方は前回以上の成績が必要。 

教育委員会所管の施設について、年末年始の休館日は下記のとおりです。なお、新年は 4 日から通常どお

り開館します。 

今年も多くの皆さまからご利用いただき、大変ありがとうございました。来年もよろしくお願いします。 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 
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越
句
会
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出
雲
崎
小
学
校
生
徒
の
俳
句
〉 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

平
野
美
宇
選
手
の
母
・
真
理
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

 
あ
と
1
か
月
で
今
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
光
陰
矢
の
如
し
」
は
、
年
月
が
早
く
過
ぎ
去
っ
て

い
く
こ
と
は
ま
る
で
矢
が
飛
び
去
る
一
瞬
の
間
の
よ

う
に
早
く
、
し
か
も
過
ぎ
去
っ
た
時
間
は
矢
が
再
び

元
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
、
再
び
帰
っ
て
こ
な
い
も
の

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
い
か
な
る
人
に
も
時

間
は
貴
重
で
あ
り
、
そ
し
て
、
全
て
の
人
に
平
等
に

与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
。 

  

そ
の
時
間
を
一
途
な
気
持
ち
で
練
習
に
打
ち
込

み
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
の

一
人
に
今
活
躍
中
の
平
野
美
宇
さ
ん
（
卓
球
選
手
・
１７

歳
）
が
い
る
。
美
宇
選
手
は
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
リ

オ
五
輪
は
控
え
選
手
だ
っ
た
。「
他
の
選
手
を
直
に
見

て
き
な
さ
い
」
と
い
う
母
の
一
言
で
悔
し
さ
を
滲
ま

せ
な
が
ら
大
会
を
見
守
っ
た
。
美
宇
選
手
は
帰
国
後

の
大
会
『
2016
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
』
、
そ
し
て
、
今

年
の
『
全
日
本
女
子
選
手
権
』
と
最
強
の
中
国
選
手

が
君
臨
す
る
『
ア
ジ
ア
女
子
選
手
権
』
の
各
大
会
に

史
上
最
年
少
で
優
勝
し
、
卓
球
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
人
を
驚
か
せ
た
。
リ
オ
五
輪
の
無
念
さ
を
バ

ネ
に
し
て
戦
い
方
を
工
夫
し
、
多
く
の
時
間
を
そ
の

為
に
費
や
し
た
。
そ
の
成
果
を
大
き
な
大
会
で
す
ぐ

に
示
す
と
は
、
ス
ゴ
い
の
一
言
で
あ
る
。 

 

先
日
、
美
宇
選
手
の
母
・
平
野
真
理
子
さ
ん
の 

 

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
聴
く
機
会
を 

得
た
。
真
理
子
さ
ん
自
身
も 

中
学
、
高
校
、
大
学
と
卓
球
部 

主
将
を
務
め
て
い
る
。
真
理
子 

さ
ん
か
ら
見
た
美
宇
選
手
は
、 

小
さ
い
頃
か
ら
内
に
秘
め
た
強 

い
意
志
が
あ
っ
て
、
や
る
と
決 

め
た
ら
ト
コ
ト
ン
の
め
り
込
む 

努
力
型
と
い
う
。 

負
け
ず
嫌
い
で
集
中
力
が
す 

ご
く
、
不
得
意
な
こ
と
も
人
よ 

り
多
く
の
時
間
を
か
け
た
。 

 

や
は
り
一
流
選
手
と
な
る
素
質
で
あ
る
。 

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
真
理
子
さ
ん
は
、
「
周
り
の

人
か
ら
『
あ
の
子
を
も
っ
と
見
て
や
り
た
い
な
』
と
思

わ
れ
る
選
手
に
な
り
な
さ
い
」
と
言
い
続
け
た
。
小
学

3
年
生
で
山
梨
か
ら
一
人
で
大
阪
ま
で
練
習
に
行
っ

た
。
練
習
に
打
ち
込
む
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
そ 

れ
と
同
様
に
礼
儀
や
挨
拶
を
重
ん
じ
た
。
す
な
わ
ち

【
人
間
性
】
の
向
上
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
美
宇
選
手
に
「
練
習
相
手
や
ス
タ
ッ
フ
は

大
変
な
ん
だ
」
と
気
づ
く
時
が
訪
れ
る
。
美
宇
選
手
は

リ
オ
五
輪
の
控
え
で
練
習
相
手
と
し
て
の
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
で
あ
っ
た
。
練
習
相
手
は
大
変
き
つ
か
っ
た
。

そ
れ
が
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
美
宇
選

手
は
練
習
相
手
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
。
自
分
に

は
今
ま
で
練
習
相
手
に
対
す
る
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
が
不
足
し
て
い
た
と
痛
感
す
る
。
ま

た
、
一
恩
人
か
ら
「
卓
球
も
す
ご
い
ね
と
言
わ
れ
る
人

間
に
な
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
言
葉
は
母
の
心

に
も
響
き
、
美
宇
選
手
に
言
い
続
け
た
。
「
人
間
的
に

も
し
っ
か
り
！ 

愛
さ
れ
る
人
間
に
な
る
ん
だ
よ
‼
」

と
。
そ
の
言
葉
を
胸
に
練
習
を
重
ね
、
前
述
の
素
晴
ら

し
い
試
合
結
果
に
繋
が
っ
た
と
い
う
。 

最
後
に
、「
感
謝
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
な
く
と
も
、

「
大
人
と
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
」
や
「
身
近
の
大
人

の
笑
顔
」、「
親
が
あ
り
が
と
う
」
と
口
に
し
、
そ
し
て
、

「
夢
を
追
い
人
生
を
楽
し
む
親
の
姿
」
が
感
謝
と
未
来

へ
の
希
望
に
つ
な
が
る
と
結
ん
だ
。 

 
 

美
宇
選
手
に
例
え
れ
ば
、
こ
と
の
成
就
に
は
欠
か
す

こ
と
の
出
来
な
い
大
事
な
「
要
素
」
が
あ
り
、
そ
れ
に

「
気
づ
く
」
こ
と
に
あ
る
。
今
年
一
年
を
振
り
返
る
今
、

「
気
づ
い
た
こ
と
」
を
大
事
に
し
て
新
年
を
迎
え
た
い

も
の
で
あ
る
。 

厳
寒
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様

に
は
お
元
気
に
新
年
を
お
迎
え
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
念
じ
上
げ
ま
す
。 

晩
秋
の
畑
に
積
ま
れ
し
野
菜
の
手 

川  

西 
 

小
股
正
美
知 

踏
み
入
れ
ば
身
も
染
ま
り
ゆ
く
紅
葉
狩 

川 

西 
 

遠
藤
比
呂
女 

 

大
ら
か
な
妻
そ
の
ま
ま
の
干
大
根 

乙 

茂 
 

金
泉
今
日
子 

 

冬
め
く
や
季
の
う
つ
ろ
ひ
の
四
章
目 

尼 

瀬 
 

小
黒 

大 
 

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
い
い
音
が
鳴
る
な
し
が
い
い 

四
年
生 

 

松
永
紗
知 

 

自
転
車
で
お
っ
と
あ
ぶ
な
い
栗
落
ち
る 

五
年
生 

 

佐
藤
澄
青 

 

ぶ
ど
う
が
り
甘
そ
う
な
の
が
お
ち
ち
ゃ
っ
た 

六
年
生 

 

伊
藤
亜
瑚 

 

梨
食
べ
て
み
ず
み
ず
し
さ
を
感
じ
る
ね 

五
年
生 

 

仙
海
遙
大 

 

く
り
ご
は
ん
あ
つ
あ
つ
食
べ
る
最
高
だ 

六
年
生 

 

佐
藤
椿
姫 

 

つ
る
つ
る
の
り
ん
ご
が
あ
さ
に
か
が
や
く
よ 

四
年
生  

 

権
田
大
和 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 19日（日）に第 39回ソフトバレーボール大会を開催しました。町内から 13チームが参加した今大

会では各チームが優勝に向けて練習を重ね、万全の状態で大会に臨みました。練習の成果を存分に発揮し、

見事なチームプレーで会場を大いに沸かせて、今年を締めくくるにふさわしい町民大会となりました。 

今年度の野球シーズンが終了しました。野球協会

が主催した各大会の結果は以下のとおりです。お疲

れ様でした。 

○出雲崎町野球協会長杯（4/27～7/13） 

 優 勝： Mr.ローレル  準優勝：ベアーズ 

○出雲崎町公民館長杯（7/20～8/31） 

 優 勝： 西越クラブ  準優勝：Mr.ローレル 

○出 雲 崎 町 長 杯（9/ 12～10/24） 

 優 勝： ユニバース  準優勝：Mr.ローレル 

 

☆優 勝☆ 

ブラザーズ 

○準優勝○ 

ブラザーズ FC 

△第３位△ 

神 条 

大会結果 

 

12/6,13,20,27日（水）19：30～21：00 

 

新潟アルビレックス BCの野球教室を開催 

12月 3日（土）に新潟県主催の「ゆめづくり野球教室」が町民体育館で開催され、シーズンを終えた新

潟アルビレックスＢＣの渡邉選手と中西選手が指導に来てくれました。キャッチボールやスイングなどを

直接指導してもらい、プロの練習を実際に体験したことは小中学生にとって貴重な体験となったことと思

います。 

年末を迎えるため、町民体育館の忘れ物を整理い

たします。玄関に放置されていたカサや靴も忘れ物

として保管しております。以下の期間を過ぎた忘れ

物はこちらで処分いたします。心当たりのある方は

町民体育館までご連絡ください。（℡：78-4700） 

 帰る際は身の回り品の確認を徹底して、忘れ物の

ないよう気を付けて利用しましょう。 

展示期間：12月 4日（月）～17日（日） 

保管期限：12月 30日まで 


